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オンライン zoomセミナー
中小企業における技術・技能の伝承は人材育成と並んで大きな経営課題であると言えます。日本のものづくり企業には圧倒的に優れた固
有技能が数多く存在しながら、実は経営者自身がその優れた技能に気づいておらず、競争優位を獲得する「財産」となる技能が眠ってい
ることも散見されます。本講座では今まで気づかなかった自社の固有技術・技能を再度見直すことで、どの技能をどのように見つけ・育
て・伝えていくのか、その重要性と「財産」の見つけ方を事例と共に考察します。技能伝承には経営者・経営トップが伝承活動を自らが
旗振り役として重要性や推進を訴え続けることが不可欠です。経営トップの皆様のご参画をお待ちしています。

技能伝承で見つける
                これからの稼ぎ頭
技能伝承で見つける
                これからの稼ぎ頭

自社に眠る技能を将来の収益源に変える！

中 小 企 業 が 抱 え る 問 題 点

技能の維持・継承を課題と考える経営者は企
業を取り巻く環境の変化に関わらず毎年高い
割合で推移しています。 

技能伝承の重要性を認識している経営者は多
いものの、目先の事業を優先するあまり課題
に対し手を打てている経営者は多くはなく、
十分に取り組めているとはいえない状況です。 
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問題化すると懸念される項目
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中小企業経営者が懸念する経営課題

（一般社団法人中部産業連盟調べ）

自社の固有技能の
強みとは何か？

伝承すべき
技能は何か？

自社の埋もれていた隠れた
「財産」である技能を
見つけ・育て・伝える

コツを伝授！

オンラインセミナー



今回ご記入いただいた個人情報は、研修等の運営・情報提供 ( 郵便、メール、FAX 等 ) においてのみ使用致します。
詳細は、HP(http://www.chusanren.or.jp/14privacy/privacy_policy.html) をご覧いただき、同意の上、ご協力お願い致します。
関連情報の提供が不要の場合、下記にレ点をご記入いただき、当連盟までご連絡ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□ セミナー等の情報提供を希望しない

所 属 部 署 ・ 役 職 氏 名（フ リ ガ ナ）

【問合せ先】 一般社団法人 中部産業連盟　マネジメント開発部　齋藤
〒461-8580 名古屋市東区白壁 3-12-13
TEL：052-931-9825　FAX：0120-342-740　Emai l：soc ie ty@chusanren .or . jp

講 師 ： 森 　 和 夫 氏

カ リ キ ュ ラ ム

「 技 能 伝 承 で 見つけるこれからの稼 ぎ 頭 」 参 加 要 項 ／ 参 加 申 込 書

会 社 概 要

業種（主要製品名） 資 本 金 従 業 員 数

会 社 名

所 在 地

T E L ：

F A X ：

E-mail ア ド レ ス

申 込 責 任 者

所 属・役 職 名

〒

参加費
（１名様）

申込方法

お支払い

中産連会員 1 1 , 0 0 0 円 ( 税込 ) 中産連会員外 1 3 , 2 0 0 円 ( 税込 )／

下記申込書に必要事項を記入の上、切り取らずに FAX(0120 -342 -740 ) にてお申込みいただくか、
中産連ホームページ (www.chusanren .o r . jp ) よりお申込みください。
※コンサルタント及び教育機関の方のお申込みはお断りしております。ご了承ください。

請求書・テキストを開催日１～２週間前に申込責任者宛に発送いたします。
※テキスト送付後のキャンセルについてはお受け致しかねます。
　ご参加者のご都合が悪くなった場合は、代理出席をお願い致します。

株式会社技術・技能教育研究所　代表取締役
一般財団法人職業教育開発協会　代表理事　／　博士 ( 工学 )
専門分野は職業能力開発、産業教育学、労働科学。主に技術・技能教育の指導者養成をテーマに活動。主な研究開発成果は
「技術・技能伝承システム」、「指導技術訓練システム PROTS」、「職務分析手法 CUDBAS」などがあり、技能伝承支援実績と
して自動車メーカー、機器装置メーカー、印刷メーカー、食品メーカー、金属加工メーカーなど中小企業から大手企業まで
多数手掛けている。主な著書は「実践能力管理～生産性が向上する人材育成マネジメント～」( 日科技連出版社 ,2020)、「技
術・技能伝承ハンドブック」(JIPMソリューション、2005) などがある。研究論文、報告書、雑誌記事、発刊図書数は 400
点以上にわたる。

１ 3技能伝承が拓く企業の未来 経営層の技能伝承へのかかわり方

成功事例の紹介全てを生かす技能伝承活動の進め方

・勝ち組の技能伝承の姿
・負け組の技能伝承～その問題と課題～  
・なぜコロナ禍の今、技能伝承が必要なのか
・取り組むことで企業にとってどんな良いことがあるか 

・経営層として何ができるか
・成功する企業の特徴
・進めるにあたってよくある質問

・技能伝承の成功事例紹介（大企業から中小企業まで） ・全員参加の技能伝承の姿とは
・伝承すべき技能の見つけ方 ( 何を残していくべきか？ )
・技能伝承システム ( 仕組み ) を構築する 

２ ４


